
参考資料１

単位：百万円

③計
(=④+⑤+⑥)

④人件費
⑤管理費・
教務費

⑥法人
経常費用

198 72 705 457 248 - ⑧ 435 -

・専任教職員数：47人
・客員教員数：０人

272 123 929 580 311 38 ⑨ 534 99
・授業料：535,800円×420人
・入学金：域外423,000円×70
人
　　　　 　域内282,000円×40
人

地方交付税算定に
係る単位費用
915,000円×420人×32％

・専任教職員数：55人
・客員教員数：０人

・客員教員旅費：なし
・大規模設備の増：なし

・監査法人委託料
・財務・給与システム
　保守料　など

272 123 979 620 321 38 ⑩ 584 149

同上 同上
・専任教職員数：58人
・客員教員数：３人

・客員教員旅費：あり
・大規模設備の増：あり

同上

272 123 1,049 680 331 38 ⑪ 654 219

同上 同上
・専任教職員数：63人
・客員教員数：12人

・客員教員旅費：あり
・大規模設備の増：あり

同上

４大化時

現　　状

パターン
B’

パターン
C’

パターン
A’

⑫現状との
差額
(=⑨～⑪-⑧)

⑦実質
負担額
(=③-①-②）

○美短を４大化・法人化した場合の財政シミュレート

■パターン分けの内容

■ランニングコスト

歳   　出
②地方交付税
額（推計値）

①授業料・入学料・
入学検定料

教職・
学芸員課程

教員１人あたり
担当授業時間数

専任
教職員数（人）

客員
教員数（人）

工芸設備
改修・増加
施設面積

提言書の要素を
満たしているか

パターンA’ なし 多い 55 0 現状どおり 1,166㎡ 一部満たしていない

パターンB’ あり 多い 58 3 増設あり 2,766㎡ 満たしている

パターンC’ あり 少ない 63 12 増設あり 2,766㎡ 十分満たしている



単位：百万円

165 150 15

・施設整備の規模：
　比較的小

・増加する教員等の研究室・
　講義室用備品
・大規模設備の増：なし

464 415 49 68 百万円

・施設整備の規模：
　比較的大

・増加する教員等の研究室・
　講義室用備品
・大規模設備の増：あり

466 415 51

同上
・増加する教員等の研究室・
　講義室用備品
・大規模設備の増：あり

■イニシャルコスト

※　左記のほか、法人設立費用（財務会計・
　給与システム構築費用、登記関係費用など）として

現　　状 - - -

４大化時
パターンB’

パターンC’

⑮設備・備品整備費

パターンA’

⑭施設整備費⑬計
（=⑭＋⑮）




